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１ はじめに 
 
学校という組織は社会の様相と相関関係にあり、そこに通って来る児童
生徒も、家庭、地域社会、身近な社会活動などを通じて、社会から物質的
にも意識的にも影響を受けて生活している。現在の不安定な社会状況の中
で生活する子どもたちは、当然その社会から物質面でも意識面でも影響を
受け、受験体制による教育の偏差値重視に由来する圧迫感、家庭の崩壊、
格差に由来する社会的劣等感や差別、いじめや不登校に現れる人間関係の
不安定さなど、社会の矛盾やゆがみをその生活に受けている。また、先進
国では豊かなモノや様々な情報に囲まれているが、それゆえ往々にしてそ
れらに振り回されている。その結果、便利さの上でバーチャルなゲームや
テレビ等の影響が生活の中で意識の多くを占め、自然などの実体験や豊か
な人的交流によって内面を形成するような側面が希薄になってきている。 
このようにゆがみ始めてしまった社会の中で人間性豊かに生きるため
に、子どもたちには大きく二つの要素が必要になってくると考えられる。
第一点として、内面の本来性の回復である。子どもたちにとって、生命尊
重を元にした価値観や豊かな感受性などの人間性の回復を図ることは容易
なことではなく、かつ際だった処方箋があるわけでもない。しかし、だか
らこそ子どもたちの内面にある「生命を尊重する気持ちや、自分の個性や
命を大事にしてより良く生きようとする気持ち、他をも尊重しながらより
よく生きる自己や社会を願う気持ち」など、人間本来の素朴だが重要な感
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情を取り戻し、再確認するような体験が求められている。この点に関して
は、途上国の過酷な状況やひたむきな生き方など命の重みを学び、互いを
理解し合おうとする開発教育／国際理解教育は、児童の中のそれらのもの
を引き出してくれることから大きな意義と有効性があり、中でも「価値観
や生き方の変容」が起きる面は最も重要な側面である。 
第二点として、他に対して働きかける姿勢の獲得である。望ましくない
社会の状況をより望ましいものに変えていくのは、社会的には社会人とし
ての義務であるとともに、個人的にもそういった姿勢で社会と向き合うこ
とが個人の生をもまた充実させる。そのために必要なことは、目の前に提
示された問題点に気づく力を持てることと、その問題に対して積極的に働
きかけようとする意欲や態度を身につけることである。この点に関しても、
開発教育／国際理解教育には、身近な価値観を問い直し、物事の根本的な
問題に気づく力、さらにそれに働きかけようとする意欲や態度を身につけ
る力の育成の可能性が大きく期待される。 
 
２ 問題の所在 
 
このような状況に対して本論は、国際理解教育や開発教育の中でこの二
つの要素がどういった学習によって達成できるのかを問い直したい。そし
て上述した二つの要素のうち第二点目の中で、問題への「気づき」に関し
ては、海外の国々の実態に目を向けてその問題を理解し、自分たちの周り
とは異なる生活や習慣・文化が存在することへの気づきを重視するワーク
ショップ活動の有効性をその背景と共に確認したい。さらに本論の中心課
題として、「気づき」に留まらず、「意欲・態度の変容やその力をつけるこ
と」にどのようにすれば到達するのかという問題を考察したい。 
意欲・態度を高める方向に子どもたちを変容させることは、従来からそ
のむずかしさが指摘されてきた1。なぜ「意欲・態度の変容」は子どもたち 
                                                     
1 竹内裕一・佐久間敦子1996「開発教育における「参加」の過程に関する予察的考察
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の学習として定着しないのであろうか。その原因としては、以下のものが
考えられる。 
まず、意識・態度の変容は、子どもたちの理性的な面の変化のみではほ
とんど影響が出ない。認識に情感が加わった時に人の意識や態度は変容す
ると思われる。子どもたちの中で情感的なものが動き、それによって価値
観が変わることによってこそ、子どもの態度・意識面は変容していくので
はないだろうか。 
例えば、ワークショップ活動で「気づき」に至っても、その授業（ワー
クショップ）が終わって時が経つとその問題に冷めてしまい、子どもたち
は「意欲・態度」の変容まで至らないだけでなく、時には具体的現実的学
習を行っても「気づき」から「意欲・態度を高める方向で変容させる」ま
で接続しないことは以前から指摘されてきた2。  
この問題の原因を考える際、子どもたちの行動や意欲の元になっている
のは、彼らなりの行動価値観であることに注目する必要がある。それは多
くの場合「楽しい、嬉しい、おもしろい」など、子どもの感情を誘発する
度合いの大きいものである。これは気づきなどの認識面を往々にして凌駕
してしまう。子どもたちの行動価値パターンを考えた時、彼らの生活は、
物質的・情報的に豊かなものに過剰と言っていいほど囲まれているため、
概して、ゲーム、ＴＶ、漫画（視覚）、おいしいもの（味覚）、乗りのいい
音楽（聴覚）、スポーツ（体感）等、発展した商業ベースが提供する快適な、
五感の快を刺激するものに意識の多くを取られる。 その結果、子どもたち
の意識にそれほど重きを持たないものは、教師側の意図に反して、これら
の快適な五感の快を刺激するものに跳ね返されてしまう。 
ワークショップの「気づき」の学習は子どもたちの意識に対して思考す
                                                                                                             
－高校生の自主的活動を手がかりに－」『開発教育No.33』開発教育協会、pp.85～99。 
2 竹内裕一1992「授業実践と子どもの態度変容」坂井俊樹『国際理解と授業実践－
アジア・内なる国際化・教育－』エムティ出版、pp.45～85。 
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べき問題を投げかけるが、その時その問題に向き合っても、日常に帰ると
五感の快が優位に立ってしまう。そのため、それを押し返してでも子ども
たちの意識・態度面の変容を起こすためには、子どもたちの中でそれに勝
るもの ＝「実感的な情感の動き」が必要になる。小学校段階の概念的理解
よりも共感的理解が優位な時期の段階は、特にその必要があると考えられ
る。そしてこの価値観、意欲、態度面の変容は、学校の場合決まったメン
バーでの長い期間での生活を送るので、個人の内面の変容のためには集団
＝学級の変容があって初めて可能となる。 
では、子どもたちの中で「五感の快に勝るもの＝実感的な情感の動き」
を起こし、学級集団も変容させるためにはどのような学習が必要となるの
であろうか。それは子どもたちの情感や価値観に直接働きかける学習や活
動にほかならない。本論では、その情感や価値観に働きかけ得る教育とし
て、体験的学習活動の有効性をさぐり、この活動によってどの程度「意欲・
態度」の変容が起こるのかという点について、詳細に考察していきたい。 
すなわち本論は、知識理解目標としての「気づき」と、態度目標として
の「意欲・態度」の変容に着目し、知識理解面の「気づき」に対しては、
ワークショップ活動が有効である一方、「気づき」を超えて発展を期待した
い「態度（関心・意欲）」面の変容には、体験的学習活動が有効であるこ
とを示そうとするものである。 
本論を進めるに当たり、3章ではワークショップ活動の「気づき」を中
心にした有効性と課題を提示する。4章では体験的学習活動の「意欲・態
度」面への有効性の仮説を提示する。5章では、「態度（関心・意欲）」面
の変容に関して、まず過去の実践事例と、アンケートを取った10の実践に
ついて分析する。更に、筆者自身が実践した体験的学習活動に関しては、
国際理解教育学会が提示している「国際理解教育の目標」の体験目標、知
識・理解目標、技能（思考・判断・表現）目標、態度（関心・意欲）目標
の四つの目標のうち、体験目標に沿って実践事例を分析し、「態度目標」へ
の有効性を探る。また、体験目標の三項目に照らし合わせた学級活動実践
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と、その中の個人の行動と感想を提示し、「態度（関心・意欲）目標」の面
でどのような変容や高まりがあったかを明らかにする。そして体験的学習
活動が態度（関心・意欲）目標面にいかなる有効性を持っているかを探る。
最後に 6章では、体験的学習活動の「一般化」のための視点の提供を試みる。 
 
３ 開発教育における参加型ワークショップの価値と背景 
 
まず最初に、「参加型学習」が国際理解教育や開発教育で機能する必然
性を確認してみたい。 
 
３. １ 参加型学習とは 
国際理解教育も開発教育も、参加型学習をその土台に置いている3。これ
は参加型学習が持つ特徴が、国際理解教育や開発教育のめざすものに添う
からである。開発教育を推進するために1982年に設立された開発教育協会
は、参加型学習を「学習者が、単に受け手や聞き手としてではなく、その
学習過程に自主的に協力的に参加することをめざす学習方法」と定義して
いる。また「学習者が主体的に学ぶプロセスで深い気づきを得ることで、
学習者の主体的な社会参加をねらいとする学習」とも規定している4。また
「参加」は「担い関わる」という意味であることから、内容的にも方法・
姿勢としても「社会の一部を担い、社会に関わっていく、当事者意識を喚
起する」ことをねらいとする学習とも言える。そのため、この学習では、
学習の過程（方法）と内容を一致させることが重視されている。この場合
「過程 (方法) 」とは、学習者同士が意見を交換して経験を共有し、さま
ざまな考えや価値観を持っている学習者が、交流する中で互いに尊重し合
                                                     
3 現在、用語として文部科学省が「国際理解教育」を、また外務省が「国際理解教
育・開発教育」を使用している。 
4 小貫仁2007「学校における教育方法をめぐる一考察」『開発教育No54』、p.66。 
横浜市立大学論叢社会科学系列 2011 ; Vol.62 No.1, 2, 3合併号 
236 
うことであり、「内容」とは当事者性のある地球的な諸課題を学ぶことを
指す。 
このねらいを達成するために、「参加型学習」では以下のような方法や
側面を重要視する。一つ目は、課題発見・問題解決に重きを置き、他者と
共に学ぶという過程を通して、よりよい社会のあり方を考え、その実現の
ために社会参加をしていく点。二つ目に、「私」に立脚するのではなく「公」
に立脚した学びのスタイルとして、「伝達としての教育」でなく、「交流と
しての教育」や「変革としての教育」を重視する点5。三つ目として、知識
詰め込み学習での教師の役割と大きく異なり、教師は「ファシリテーター」
（＝促進者）として学習者がそれぞれ異なる経験、知識、意見を持ってい
ることを尊重し、それらを引き出し、対話を生み出し、相互の学び合いを
促進する役割を果たす点などである6。 
 
３. ２ 参加型学習の背景 
参加型学習は上記のようなねらいと方法を持っているが、これは実際の海外
支援のここに至るまでの開発概念の推移との相互の関係もあって形成されて
きた面がある。 
当初は先進国が「主体」となって、途上国を援助される側＝「客体」と
規定し、物やお金を届ける「慈善型」の方法をとっていた。そして、その
頃の開発に関わる教育もまた、途上国の現状を一方的に伝え、理解しても
らおうとするものであった。しかし、慈善型援助が被援助者である住民の
自立心や生きる力をエンパワーすることにつながらなかった反省から、開
発をする「主体」を援助者から住民に移行させていく「住民参加型」に切
り替わっていった。これは、参加型開発の提唱者の一人であるロバート・
チェンバースがそれを象徴する言葉として「指示棒を手放す」と言った言
                                                     
5 開発教育協会2004『開発教育ってなあに』、p.10。 
6 山西優二2002「参加型学習」開発教育協会『キーワード51』、p.103。 
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葉に代表されている7。この間、開発教育もまた伝えるだけの教育から、自
分たちが問題に主体的に参加して、その構造を知り、解決を考えたり解決
に参加する力をつけることをねらう「参加型学習」にその中心を移していっ
た。援助が被援助国の住民自身を「主体」にしなければ、真に住民の開発
につながらないことが明らかになっていったように、開発教育も、伝える
だけでなく、学習者が「主体」となって問題に自ら「参加」して学んでい
かなければ、真の学びにならないという結論を導き出していったのである。
その意味で「参加型学習」は、開発援助のある意味必然的な変容からも、
その必然性と有効性があると考えられる。 
 
３. ３ 参加型ワークショップ活動を多用する開発教育のねらい 
このような開発概念の変化に対応して変遷して来た過程を見てみると、
参加型学習が日本の国際理解教育や開発教育の中に根付いて来たのは必然
的な流れと読み取ることができる。現在小中学校で国際理解教育や開発教
育を行う多くの時間枠となっている「総合的な学習の時間」は2002年から
導入されているが、ここで、文部科学省と開発教育協会がこの国際理解教
育や開発教育に関して、「参加」の要素をどのように位置づけているか見
る。それにより、参加型学習やワークショップ活動の位置づけが明確にな
るだろう。 
まず文部科学省は、平成10年施行の「学習指導要領」の「第 1章 総則 
第 3」の「総合的な学習の時間の取り扱い」で、総合的な学習の時間のね
らいとして、「（1）自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判
断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てること」とし、また「第
5章 総合的な学習の時間」の中で「（7）国際理解に関する学習を行う際
には、問題の解決や探究活動に取り組むことを通して、諸外国の生活や文
                                                     
7 ロバート・チェンバース2000『参加型開発と国際協力－変わるのはわたしたち』
明石書店、p.354。 
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化などを体験したり調査したりするなどの学習活動が行われるようにする
こと」としているが、これらはきわめて参加型学習のねらいや特徴と重な
る。また、参加型学習が総合的な学習の時間の方向性や意義とも軌を一に
しているといえよう。 
次に、開発教育を中心的に進めてきている開発教育協会は、「開発教育
のねらい」を「私たち一人一人が、開発をめぐるさまざまな問題を理解し、
望ましい開発のありかたを考え、共に生きることのできる公正な地球社会
作りに参加することをねらいとした教育活動」、または「開発教育は地球的
課題の理解とその解決に向けて『参加』を促す教育活動であり、共に生き
ることができる公正な地球社会をめざしていて、とりわけその実現に向け
ての技能と態度を養うことを主眼に置いている」とし、どちらのねらいに
も「参加」が重要な位置を占める8。 
また「目標・学習内容」としては、 
１．開発を考える上で、人間の尊厳性の尊重を前提とし、世界の文化の
多様性を理解すること。  
２．地球社会の各地に見られる貧困や格差の現状を知り、その原因を理
解すること。  
３．開発をめぐる問題と環境破壊など地球的諸課題との密接な関連を理
解すること。  
４．世界のつながりの構造を理解し、開発をめぐる問題と私たち自身と
の深い関わりに気づくこと。  
５．開発をめぐる問題を克服するための努力や試みを知り、参加できる
態度と能力を養う。 
の 5つを挙げている。これらの点は問題との関係に気づき、理解した上
で、参加できる態度と能力を養おうとしていることを意図しており、その
                                                     
8 田中治彦2007「参加型開発と参加型学習」『開発教育No.54』、p.13。 
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意味で「参加」が重要な位置を占めることになる9。この開発教育の目標の
うち、1～4は「理解すること」または「気づくこと」となっており、5つ
の目標のうち 4つまでがこの理解に関することになっている。このことは、
開発教育を進めるに当たって正しい認識に立って、事実や現実を理解した
り、その背後にある関係や構造に気づくことの重要性を示している。また
「学習プロセス」としては、①「気づくこと・知ること」②「考えること」
③「つながること・解決する力を高めること」という順序を挙げている。 
このように、文部科学省の学習指導要領の総合的な学習の時間の規定も、
開発教育協会のねらい・目標・内容も、参加型学習のねらいや特徴と概ね
合致している。 
 
３. ４ 参加型ワークショップ活動の定義とねらい 
参加型学習の代表的な学習形態であるワークショップ活動は、現在さま
ざまなところで行われているが、開発教育協会では、1990年に「開発教育
ワークショップ」を開催するとともに、『開発教育ハンドブック』を発行
し、その中で海外のアクティビティーの方法・特色・留意点を紹介してい
る。この時期が日本の開発教育の分野でワークショップが表立って紹介さ
れ、開始された時期とみることができる10。 
ワークショップとは主に講義など一方的な知識伝達のスタイルではな
く、参加者が自ら参加・体験し、相互作用の中で何かを学び合ったり創り
出したりする、双方向の学びと創造の場でありスタイルであり、また、参
加者が知識やアイディアを出し合い、新たな発見や学びに至る参加型の学
習会と定義されている11。つまり、講義などで受動的に学ぶのではなく、
                                                     
9 藤原孝章2006「開発教育における教材開発」『開発教育No.53』、p.10。 
10 大津和子1990「開発教育におけるゲームやロールプレイ」開発教育協会2007『開
発教育ハンドブック』、p.25。 
11 中野民夫2009「ワークショップとファシリテーション」『開発教育No.56』、p55。
木下理仁 2002「ワークショップ」開発教育協会『キーワード51』、p.104。 
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各自が創造的に学習に参加体験することで能動的に発見や学びを獲得して
いくことをねらいとしている。 
それゆえ、このワークショップはそのねらいを達成するために、共通の
特徴として「参加」「体験」「相互作用」を重視し、「プロセス（内容では
なく）」「ポジティブ」を基本原則とし、「場づくり」「グループサイズ」
「問いかけ」を基本スキルとして用いている。 
また、その手法にはブレインストーミング、ゲーム、ランキング、フォ
ト・ランゲージ、ディベート、シミュレーション、ロールプレイ、プラン
ニングなどがあり、これらの手法を使って、基礎知識の習得、読み解き、
共感・想像、意見・共有、発信・表現、問題解決 などを目的として行われ
ている。 
 
３. ５ 参加型ワークショップ活動の有効性 
開発の問題の現場が海外である以上、この問題を本当の意味でリアルに
扱うには、海外に行くかその海外の現実を何らかの形で持ち込む必要があ
る。言うまでもなく誰もが簡単に海外に行けるわけでもなく、また海外の
問題の渦中にいる人や現象を学習の場に招けるわけではない。そのむずか
しさを克服するものとして、「参加型ワークショップ活動」が開発された。
これは山西優二が述べるように「問題状況を相対化し客観視し、また一般
化する（他の状況への発展を可能にする）ために、複雑な状況をシミュレー
ションなどの方法を活用して単純化することが必要である」という期待に
応えるものであった。これは、学びの一般化と共に教材の一般化でもあっ
た12。 
ワークショップ活動の学習で獲得できるものはたくさんあるが、その中
でも特に「気づき」はワークショップの眼目であるとも言える。藤原孝章
は、「貿易ゲーム」に出会ったときのことを「その衝撃を忘れることがで
                                                     
12 山西優二2006「これからの開発教育教材づくりにむけて」『開発教育No.53』、p.29。 
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きない」と回顧している13。このゲームは、シミュレーションとして参加
者が先進国・中進国・途上国の 3つのグループに分かれ、その 3つの国々
の特徴に対応した不公平な条件の持ちものを元手として、交渉と競争で自
由貿易を行うのだが、結果としてグループ間に格差が生まれ、参加者はい
やおうなく途上国が置かれた不利な状況や南北問題の貿易面での困難に気
づかされることになる。こういった「気づき」は、参加者が自分たちで参
加し考え工夫して、自分でシミュレーション体験することで体験的に「気
づく」ため、講義式の説明で学ぶより強く学習者の内部に入り込み、認識
の変容や更新をもたらすことになる。また、受け身的でない学習者の能動
的な理解を引き出すことになる。 
さらに小貫仁は「開発教育にとって重要なのは、偏りのない世界認識を
参加型で獲得する学びである。ここでの『気づき』は、感性的な共感であっ
たり、理性的な認識であったりする。そのために、開発教育には多様な参
加型の手法がある。それらは深い学びのためのさまざまな方法である」と、
学びの多様さと深さがある点も指摘している14。 
またこの「気づき」以外にもワークショップ活動の長所として次のよう
なものが挙げられる。第一に、当事者意識の自然な発露ということがねら
える点である。人間は離れた場の問題・課題は、忙しい日々の中でどれも
切実なものになりにくい。そこで、新たな情報に触れて自ら感じたことを
言葉にしたり、多くの人の思いに触れて刺激を受けたりする中で、次第に
他人事だったことが自分事になっていく。 
第二に、個を超えた関係が実は大事であることに気づく点である。お互
いの違いを認め合い生かし合う中で、新しい発見や創造が起きることで関
係に気づいていく。さらに、万物が関係性の中で現象しているのだと思え
ると、あきらめずに「変化は可能だ」と信じて主体的にものごとに関わっ
                                                     
13 藤原孝章「開発教育における教材開発」『開発教育No.53』、p.13。 
14 小貫仁 2007「学校における教育方法をめぐる一考察」『開発教育No.54』、p.73。 
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ていく意欲も自然とわいてくる点である15。 
第三に、学習プログラム自体が模擬的な社会実践を想定している点であ
る。グループでディスカッションし、互いの考えや価値観を共有して問題
解決のアイディアを出していくプロセス自体に、「知り・考え・行動する」
というねらいが入っているため、この過程を通じて学習者は模擬的な形で
社会的な実践を試み、その力を付けていくことができる。 
第四に、その方法自体に学びがある点である。参加型ワークショップ活
動は、その方法にもまた現代的意義がある。カナダの英文学者でメディア・
文明批評家のマーシャル・マルクハーンは「方法はメッセージを持つ」と
述べているが、開発教育の目的の一つが、社会の問題に積極的に能動的に
アプローチしていくことであることを考えた時、その学び方も重要となっ
てくる。つまり、学ぶ方法も受け身でなく積極的・能動的であってこそ、
学習者に「社会に参加する姿勢」が身につくと考えられる。「為すことに
よって学ぶ」ことの重要性の側面である。 
第五に、他者（社会問題）と自己の同一化の問題であるが、例えば岡崎
（1996）は参加・体験型ワークショップの核心として、デンマークの王立
研究所のDavid wolskの活動実験をモデルケースとして、ロールプレイやシ
ミュレーションに関してwolsk自身の「自己理解と国際理解」という概念を
用いて次のようにその効用を説明している。すなわち、学習者はロールプ
レイやシミュレーションによって「他者」を演じる「自己」という二つの
視点を得、これを通して課題に関する自分の内側と外側の要因を統一的に
検証し、学習者は世界（または社会）に生きる自分自身をより実感的にと
らえ、社会に働きかける内発的動機を得る、と16。 
以上のように、国際理解教育や開発教育においてワークショップ活動は、
                                                     
15 中野民夫 前掲論文、p.62。 
16 岡崎 裕1996「国際理解教育における参加型学習方式に関する考察」『国際理解
29号』、p.157。 
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きわめて有効性を持っていると考えられる。 
 
３. ６ 参加型ワークショップ活動の課題 
このように学習者の「気づき」を促すことを始めとして多くの有効性を
持つワークショップ活動であるが、反面、課題もかかえている。まず第一
に、活動主義・技術主義に陥ってしまう点である。ワークショップ活動は
使いやすいため、授業の一時ネタのように扱われてしまい、将来につなが
りにくい点がある。また、田淵（2001）や熊野（2004）が指摘するように
参加型学習の活動教材を安易に使うことで、単に楽しいだけの活動主義や、
手法のみに関心が集まる技術主義に陥ることが懸念されている17。 
第二に、ワークショップが時には人を弱くしてしまう「依存と中毒」と
言われる側面がある点である。ワークショップは、巧みなファシリテーショ
ンによって暖かい雰囲気の中で心許していろいろ話せるので、守られた空
間の中の学習になってしまう点があり、現実の厳しい社会の中で意欲を
もって行動していく面を弱めてしまう点を中野民夫は指摘している18。 
第三に、学級経営に反映しない点が挙げられる。ワークショップは小グ
ループでの活動が多くなるが、その時のグループ協議で終わってしまい、
生活単位である学級全体での取り組みになりにくい。また、学級全体で目
標を定めて、その課題の達成に向けて試行錯誤するといった取り組みに発
展しづらいため、学級の質的変化をもたらすまで行かないケースが多い。 
第四として、「切実感」が生じにくい点が挙げられる。ゲーム・シミュ
レーション的な形態が多いため、驚きや認識の変化は生じるが、その解決
のための行為にまで発展しないため、自分たちがどうしてもそれをやりた
                                                     
17 熊野敬子2004「開発教育における参加型学習のアクティビティー教材の開発原
理」『国際理解No.35』帝塚山学院大学国際理解研究所、p.130。 
 田淵五十生2001「国際理解・グローバル教育の研究」全国社会科教育学会篇『社
会科教育学研究ハンドブック』共著明治図書、p.11。 
18 中野民夫 前掲論文、p.65。 
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いという切実感のある活動にまで発展しないケースが多い。 
第五として、現場体験・体感が弱い点がある。問題を一般化・単純化し
て扱うため室内の模擬体験が多くなる傾向にある。その結果、具体的で現
実的な現場に接したり、現場から感じ取る体感などの体験がどうしても少
なくなる傾向がある。その結果、すでに指摘したとおり、問題への切実感
が薄くなる。 
最後に、これが一番の問題点と思われるが、獲得した「気づき」から「意
欲・態度の高まり」に発展しにくい点である。ワークショップ活動は確か
に参加型で行うことで気づきを得て、それによって学習者の認識は新たな
ものになり、現実の見方が変わり、興味の範囲も広がるという優れた点が
ある。しかし、往々にして気づきがその認識の新しさで止まってしまい、
そこから次の問題に向かって取り組む「意欲・態度」の変容に発展しない
ということが、いくつかの研究で明らかにされている19。参加型学習も開
発教育も、最終的に求めているのは問題に参加し、解決する行動力を養成
するものであることを考えた時、この「意欲・態度」を高める問題は根本
的な位置を占め、開発教育の中でも重要な点になると考えられる。ゆえに
次章では、この問題への一つの有効な解決策として「体験的学習活動」の
有効性を見ていくことにする。 
 
４ 体験的学習活動の「意欲・態度」面変容への有効性について 
 
「気づき」の次の段階として重要視される「意欲・態度」に働きかける学
習形態を考える時、意欲や態度はどうしたら育つかという問いが浮上する。 
「意欲」は感情面の作用が大きいことから、意欲が育つためには、学習
                                                     
19 柴野昌山1982「“交渉”としての授業－隠れたカリキュラムの機能－」『高校教
育展望』1982年 5月号、p.87。 
竹内裕一 佐久間敦子1996「開発教育における「参加」の過程に関する予察的考
察－高校生の自主的活動を手がかりに－」『開発教育No.33』、p.85。 
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者の「実感」が大切になって来る。この点に関して多田孝志は「子ども達
が学習を通じて自己変革し、国際性の素地を培っていくために、『自学・
参加』に加え、『実感』の重要性を指摘したい。子ども達、ことに初等・
中等教育段階の子どもたちは、自分たちが興味・関心をもつ課題、自分が
心ゆさぶられ、共感できる題材などに出会い、『実感』を持つことにより、
本気で考え、本音で語り合う、それによって自己の内面世界を変革してい
く。国際理解教育が知識の習得にとどまらず、国際性の素地としての資質・
能力・態度を育成するためには、子ども達の内面を揺り動かす『実感』を
重視した実践方法をとる必要がある。・・・このような『実感』を重視し
た学習を推進していくことにより、異文化共生社会に対応した、生きる力
の育成が期待できるのではないだろうか」と、実感を重視した実践が資質・
能力・態度を育成する上で大きな位置を占めることを提示している20。 
ここでは仮説として、「意欲」が育つためには、学習者が問題の質を体
験的に実感し、問題への働きかけの必要を感じることによってこそ育つと
仮定したい。また「態度」が育つためには、その問題の解決のために、課
題を作り、その課題の達成をめざして行動することで意欲的な「態度」が
育つと仮定したい。以降、そういった仮定に沿った事例を分析することに
よって、仮説の妥当性を検証してみたい。 
この仮説に立った時、体験的に実感したり、働きかけたり、課題の達成
をめざして行動するような学習が必要となる。本論ではそれを、体験的学
習活動・具体的学習活動と考え、その有効性を探っていく。 
 
４. １ 体験的学習活動とは 
ここでは体験的学習活動を、問題や対象に触れる中で、具体的な願いや
課題を持ち、その願いや課題を達成・解決するための働きかけの必要を実
                                                     
20 多田孝志1997『学校における国際理解教育－グローバル・マインドを育てる－』
東洋館出版、p. 77～78。 
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感し、問題や対象に自分の行為で体験的・具体的に関わり、その願いや課
題の達成・解決をめざして行動していく活動と規定する。 
国際理解教育・開発教育が日本で始められた初期にもこういった学習活
動はある程度行われ、この点を、山西優二は教材論として「これまでの開
発教育では、開発問題の深刻さから、リアリティーがあり、当事者性そし
て主観性のある実践づくり、それにつながる教材作り、そして素材の発見
を重視してきている」としているが、初期には「実験・見学・調査・旅行・
キャンプなど」といった体験・参加型の多様な手法が活用されてきていた。 
ワークショップ活動の中にも類似した手法として「シミュレーション」
があるが、これはあくまでも何らかの現実問題を形を変えた“仮想”にし、
ゲーム的に行うものもが多数で、その点で子どもたちが現実問題として具
体的・現実的に接する体験的学習活動とは区別して考えたい。 
パウロ・フレイレは識字教育に関して、学習者（民衆）の身体と意識を
内側から突き動かすような、その人その地域固有の「生成テーマ」（学習
内容）を学習者の暮らしの中から学習者とともに探し出すことが重要であ
ると主張しているが21、ここで考える体験的学習も、実際の「学習者の具
体的な暮らしの中」で出会ったり直面する問題に体験的に向き合えること
が理想である。ただ、開発教育の場合、学習者の具体的な暮らしは、この
日本となり、海外の問題は現実外となるのが普通である。では、海外の問
題はどうしたら多少なりとも「学習者の現実」になり得るだろうか？ 
この問題を克服する方法として、海外の問題や地球的規模の問題を自分
たちの生活の中に体験的にリアルに引き込んで感じることによって、問題
を生活化させるという方法が考えられる。その一つの方法は問題を体験
的・体感的に感じ取る「疑似体験活動」である。もちろん、一番リアルに
感じるのは海外を自分の地域にしてしまうこと、つまり海外に行って体験
                                                     
21 里見実2010『パウロ・フレイレ「非抑圧者の教育学」を読む』太郎次郎社エディ
タス刊、p.82。 
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するということであることは言うまでもない。しかし、日本の公教育の中
でそれはむずかしいとすると、次善の方法として「疑似体験活動」の有効
性が考えられる。これは広義にとらえるとシミュレーションの枠に入るか
もしれないが、学習者が自分の実生活の中で具体的・現実的な行為として
取り組むという点で、シミュレーションと一線を画する体験的学習活動と
規定できると思われる。 
 
５ 体験的学習活動の事例分析 
 
体験的学習活動が「意欲・態度」面の変容に有効であることかどうかを
考察するために、本論ではまず第 1に、過去の事例を取り上げ、その有効
性の可能性を見てみたい。次に、最近さまざまな教師によって小・中・高
等学校で行われたいくつかの実践を取り上げ、その実践者に直接アンケー
ト調査を行い、それを元に分析して考察する。最後に筆者が小学校高学年
で実践した学級活動事例と個の事例を分析し、体験的学習活動の有効性に
ついて検証していく。 
 
５. １過去の事例から 
○「青い目・茶色い目」の実践 （1968年アメリカ）22 
これは1968年に、アメリカアイオワ州のライスビルという白人だけの町
で、ジェーン・エリオットという女性小学校教師が、実験的な授業をした
ものである。彼女は、その年の 4月にマルチン・ルーサー・キング牧師が
暗殺されたことから、自分の受け持ちのクラスの子どもたちに黒人差別に
ついて考える授業を実施したいと考えた。この授業は後に、全米にテレビ
で報じられて話題になったり、ハーバード大学で心理学を専門とするロ
                                                     
22 ウイリアム・ピータース1988『青い目茶色い目－人種差別と闘った教育の記録』
白石文人訳・日本放送出版協会。 
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バート・コルズ博士によって分析がなされることになる実験授業であった。 
彼女はまず、クラスの子どもたちを実際に彼ら自身の目の色から「青い
目」と「茶色い目」の 2グループに分け、1日目は「茶色い目」のグループ
の子が「青い目」のグループの子より、あらゆる面で優れているとし、「茶
色い目」のグループには全て優先的に扱ったり肯定的評価をし、「青い目」
のグループには全て否定的扱いと評価をした。その結果「茶色い目」のグ
ループは明らかに意欲的になり「自分が賢く、大きく、偉く、強くなった
気がした」とコメントし能力も上がったが、逆に「青い目」のグループは
非常に意欲と能力を失った。二日目に立場を逆転させると、今度は逆の反
応がグループに起こった。彼女のクラスの子どもたちは、こうやって黒人
差別のマイノリティー（＝黒人）の気持ちを経験的に学んだ。 
その結果、彼女のクラスの子どもたちはこの学習の直後から、学校でも
家庭でも通学途中でも「人種差別に反対する態度」を明らかに示した。そ
してこの効果は一時的なものではなく、時間が経過しても有効であったこ
とが明らかになった。その例として、14年後の同窓会でかつての子どもた
ちが「苦しんでも学ぶ価値はあった」、「あの授業のお陰で、すべてが以前
とは変わった。僕たちは以前よりずっと素晴らしい一つの家族になれまし
た。そしてたぶん自分の家も素晴らしい家族になりました。辛い思いをし
たからです」と述べていることが挙げられる。ジェーン・エリオットは子
どもたちに高校卒業までの少なくとも 9年間は授業で体感したことを覚え
ていて欲しいと願っていたが、14年後の同級会で再会した子どもたちに関
して「覚えていただけでなく、自分の子どもたちにも教えていたのです。
それは私が望んでいた以上のことでした」とコメントしている。さらに「こ
んなに長期的で強力な効果が得られたのは、それがあの子たちの感じたこ
とだったからだと思います。彼らはこの経験を内面化しました。それは彼
らの内面で起こったことだったのです。単に外からの押しつけられた教訓
ではなく、彼ら自身が経験したことだったのです」と述べ、その効果の持
続性について、分析している。 
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５. １. １ 分析から明らかになること 
この事例からはいくつかの示唆的な有効性が読み取れる。 
まず第一に、学習の直後から「学校でも家庭でも通学途中でも“人種差
別に反対する態度”を明らかに示した」という点である。これはエリオッ
トが「彼らはこの経験を内面化しました」と言うように、直接体験し、そ
の体験を内面化した学びが、どれだけ強く学習者の態度・行動を変えるか
ということを表しているのみならず、行動の元の価値観をも変容させたと
いうことを示している。第二に、その変容が14年間も続いたという点であ
る。このことから、体験的に学んだことは持続性・継続性があるというこ
とを証明するとともに、その長きにわたって失われなかったということか
ら、学びの根強さ・生活への浸透度の高さがうかがえる。第三に、エリオッ
ト自身が「こんなに長期的で強力な効果が得られたのは、それがあの子達
の感じたことだったからだと思います」と述べている点である。これは認
識的概念的理解に対して、情感的・共感的理解が決してあいまいで効果が
ないものでなく、経験を内面化する場合に大きな効力を持っていることを
証明していると考えられる。 
 
５. ２ 実践事例アンケート調査から 
筆者は2010年10月から11月にかけて、過去数年内の国内の小学校から高
校までで行われた、開発教育や持続可能な開発のための教育カリキュラム
に関する教育実践の中から、体験的・具体的活動を行った事例を選び出し、
アンケートによる調査を実施した。その調査結果から分析を試みたい。 
アンケートを実施した実践事例の内容は、海外支援関係が 4つ（カンボ
ジア支援、国際理解、難民疑似体験、ラオスに絵本を送る活動）、福祉関係
が 2つ（高齢者疑似体験、福祉体験学習）、農業関係が 2つ（田んぼの生き
物調査、農家体験と稲作り）、参議院選模擬選挙、捨て犬の里親探し活動の
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10事例である23。どのアンケート回答者も具体的・体験的学習活動に類す
る実践を実施した実践者であるが、日頃はこれらを含め様々なタイプの実
践をしている教諭たちであるので、取り立ててこういった実践にばかりに
効果があると考えている回答者ではない。その上でこのアンケート結果を、
活動内容や意欲・態度・価値観の変容の両方に関して、記号回答と記述回
答を合わせて分析してみたい。 
 
５. ２. １ 記号回答集計結果 
表 1の中の各設問については、各実践者にそれぞれの実践に関して 
Ａ：かなりそうであった  Ｂ：およそそうであった   
Ｃ：あまりそうでなかった Ｄ：そうではなかった 
の基準で答えてもらった。 
また、下の集計表では、設問に対してのアンケート回答者のＡＢＣＤ各
解答の人数を表すとともに、ＡＢＣＤを各４・３・２・１点に点数換算し
て総計点を計算した。 
 
表 1 活動内容や意欲・態度・価値観の変容に関するアンケート結果 
 
設 問 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 総計 
①何らかの「実感」を伴う活動であったか。 ８ １ １ ０ 37 
②児童生徒は始める前に、その活動を「したいとい
う気持ち」を高めたようか。 
７ ２ １ ０ 36 
③その活動に対して児童生徒は「達成したい課題」
を持っていたか。 
６ ２ ２ ０ 34 
④課題達成のために意欲的に取り組んでいたか。 ７ ３ ０ ０ 37 
⑤活動することによって「態度・行動面」の変容は
あったか。 
６ ３ １ ０ 36 
⑥活動することによって「考え方・価値観」の変容
はあったか。 
6 ４ ０ ０ 36 
⑦活動の目的はおよそ達成されたか。 ７ ２ １ ０ 36 
                                                     
23 アンケート回収数10（アンケート実施数12 回収率83％） 
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５. ２. ２ 活動事例の分析 
この表からはいくつかの傾向が読み取れる。まず、どの項目もＡやＢの
比率が多く、得点も相対的に高いことが全般的傾向として言える。これは、
それぞれ実施した体験的・具体的学習活動がどれも総体的に、子どもたち
にとってその取り組んだ問題に対して、意欲や態度・行動や考え方・価値
観を変容させる効力が高かったことを示している。 
次に各項目に即して考察してみたい。 
まず第一に、④の「活動に意欲的に取り組んだ」という項目の得点が高
いことに関して、なぜ「意欲的に取り組んだ」かであるが、例えば「捨て
犬の里親探しの活動」の事例では、児童の意欲を喚起したものを指導者は
「かわいい存在である動物たちの命を救いたいという願い」であることを
児童の様子から読み取っている。このことから、対象への「願い」も意欲
変容の大きな誘因になることがわかる。また「田んぼの生き物調査」の事
例では「泥をすくうのはほんの一部の子しかやりたがらなかった。しかし、
その泥のなかに生き物がいると自ら発見した時に急激に意欲が高まった」
とあったが、ここには取り組んだ対象に何らかの変化を認めた、または発
見した時に、意欲が変容する姿がある。 
また「農家体験と稲作り」の事例では子どもたちの意欲を喚起したもの
として、「リンゴ農家の酒井さんとの出会い。酒井さんに会ってみたいと
いう気持ち」を挙げ、「カンボジア支援」の事例では「多くの外部講師の
招聘・各機関からの協力体制・さまざまな方々からの賞賛や励ましの言葉」
を挙げており、「ラオスに絵本を送る活動」の事例でも「『NPOラオスの
こども』のスタッフからのメッセージ。実際に活動している人の言葉は心
に響きます。その存在をじかに感じることは大きな励ましとなる。地域の
方の嬉しい反応で自分たちの活動を理解してくれる人がいるということ。
役立ち感――誰かのために、自分にもできることがある！と感じたこと」
を挙げている。 
ここからは活動で出会った人やその人々からの賞賛・励ましなどの反応
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が意欲の喚起の元になっていることがわかる。また同じく「カンボジア支
援」の事例では「実際に行われたカンボジアの子どもたちとのTV会議によ
る直接交流や、日常的に体験しづらいことを授業の中で取り組めたこと」
を挙げているが、ここではまさに具体的体験、特に日常できない体験が意
欲を喚起したことを表している。 
これらのことから、子どもの願い・対象の変化・人やその反応・具体的
（希少な）体験などが子どもたちの意欲を喚起することがわかる。 
第二に、上記の第一の変容の原因の一つとして、①の「何らかの実感を
伴う」要素が強い点である。10事例のうち、4／5の 8事例がＡであった。
実感は具体的・体験的学習活動の特徴であると言える。例えば上記「田ん
ぼの生き物調査」の事例の「その泥のなかに生き物がいると自ら発見した
時に急激に意欲がたかまった」という発見の実感や、「捨て犬の里親探し
活動」の事例での「ある生徒がTVのドキュメンタリー番組を視聴し、その
時に受けた衝撃を翌週の朝の会でのスピーチで学級全体に訴えかけたこ
と」といった映像からの実感があり、これらの実感がその後の意欲や態度
の変容の元になっていることがうかがえる。 
第三に、⑤の「態度・行動面」の変容があったという回答での得点が、
他項目より1・2点下がるものの、やはり得点が高い点である。この原因を
記述回答から探ってみると、「対象に触れること」、「対象から反応を得る
こと」が態度変容の大きな誘因であることがわかる。例えば「田んぼの生
き物調査」の事例では、「田植えをした時は『くさい』『きたない』『きも
ちわるい！』といった反応が圧倒的に多かったにもかかわらず、取り出し
た泥の中に、小さな生き物をみつけたとたんに、目の色と姿勢が一気に変
わった。多くの種類の生き物を探し当てようと、時間が過ぎても泥や水生
植物の間をていねいにひっくりかえして、観察を続け、さらにみつけよう
と網で新たな泥をすくったりもしていた。その後、田んぼの泥を見る目が
劇的に変わり、『泥はくさいけど、おもしろい』という態度に変わった。
また、田んぼの微生物たちの活動が、稲の根が元気に育つ元だと知って、
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個体数が増えているかどうかを気にするようになった。その後田んぼに稲
のようすを見に行くと、泥田に顔をくっつけんばかりにして糸ミミズをさ
がしたり、とんぼやカマキリを見つけると、低学年の頃のように「虫取り」
には走らず、とんぼやカマキリが何を食べるのか、トンボが生育できる環
境について言及するような変化があった」という記述があったが、ここで
は対象に関する新たな具体的発見が態度・行動変容を生み出していること
が示唆されている。 
また「カンボジア支援」の事例では「『カンボジアの子どもたちとのTV
会議交流』実施の前後の変容は大きかった。カンボジアに対し、それまで
非常にマイナスイメージを持っていた児童が、実施後、『カンボジアの子
どもたちはとても明るかった』『自分たちも負けていられない』『カンボジ
アに行ってみたい』などのポジティブな意見が多くなった」と記されてい
る。ここには、対象と交わることによって、対象の印象が自身の中で変わ
ることが態度・行動変容につながることが表されている。 
また同じ対象の印象でも、マイナス印象から学び、態度・行動に変容を
受ける場合もある。例えば「福祉体験学習」の事例では「一見、綺麗で快
適そうな施設環境の中にさまざまな矛盾があり、そうした気づきや怒りが
生徒たちにさまざまな影響を与えていると思います。以前には、そうした
想いから福祉を学ぶために福祉学科を受験する生徒も多くいました」とあ
るが、ここには対象の矛盾点から学び、あるべき状態を志向しようという
意思の発生という形の態度・行動変容が読み取れる。 
「農家体験と稲作り」の事例では「学級のボランタリーな活動では、消
極的であったり、不平不満を言ったりして取り組んでいる児童も、農家の
方のあたたかさと熱い気持ちに触れて、文句ひとつ言わず農作業に取り組
んだ」とあるが、ここには関わった人の反応が態度・行動変容をもたらす
ことが見て取れる。 
「捨て犬の里親探し」の事例では「ドキュメンタリー番組を視聴したこ
とによって、未知の社会の矛盾点に直面するとともに、人間のエゴによっ
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て多くの動物の命が奪われているという事実、そして何匹かの犬たちの里
親を自分たちの活動によって探せたという成就感や達成感」を挙げている
が、ここには映像の持つ情感への効果と問題点への気づき、そして活動の
成果から感じる成就感・達成感が態度・行動変容をもたらすことが理解で
きる。 
「福祉体験学習」の事例では「今まで勉学の目標を持てず無気力な学校
生活をおくっていた生徒が、『私も役に立っている』との自己評価を得て
自信を取り戻したり、進路目標を得て真面目な取り組みをみせるように
なったり、不登校を克服した」とあり、「ラオスに絵本を送る活動」の事
例でも「知事から返事の手紙をもらったり、職員からほめられ、認められ
ることで、より豊かな発想や行動を引き出した。誰かの役に立つことがで
きたことや、自分たちの活動に応えてくれる人がいるということで、自己
肯定感が生まれたこと」とあったが、ここからは体験による自己有用感や
自己肯定感、目標を持てたことが態度・行動変容の要因になっていること
が伺える。 
「難民体験」の事例では「学習が活動的で、興味が喚起される。難民問
題の持っているリアリティーが子どもの関心を引き寄せる」とあり、「国
際理解」の事例では「あらゆる本物感が生徒の態度・行動を変えたきっか
けだった」とあるが、ここではリアリティーや本物感・現実感等が態度・
行動変容の要因であることが示されている。 
「参議院議員選挙 模擬選挙」の事例では「NHK、中日新聞、読売新聞、
地元の新聞などで取り上げられ、意味について外部からの高い評価があっ
たこと」を挙げているが、ここからは自分たちのしたことを外部から評価
され、その意義が再確認されることが態度・行動変容につながることが読
み取れる。 
さらに「田んぼの生き物調査」の事例では、「生き物の存在と、それら
の関係を知ったこと。それが目に見えるもの、自分で見つけ出せるもので
あったこと。また、その存在や活動が稲の生育にとって重要であることを
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学んだこと。すべてがつながり合っているという納得」とあるが、ここに
は対象を現実的に確認できることやそのものの価値や関係性を知ることが
態度・行動変容につながることが示唆されている。 
これらの回答から、それが人であれ事象であれ、対象がはっきりとあり、
その対象に取り組んだり向き合った結果、その対象や対象との関わった結
果の反応から、認識的にも感情的にも影響を受け、その結果態度・行動面
に変容がもたらされたことがわかる。 
この点に関してジョン・デューイは、「経験」というものに二つの要素
が潜んでいて、その仕組みが学習者に「意味」を与えると説いている。二
つの側面とは能動的な側面として対象に「試みること」であり、受動的な
側面として反応を「被ること」である。人に働きかけた体験、物事を変え
た体験どちらもデューイが指摘するように、行動によって引き起こされた
変化が、跳ね返って私たちの中に変化を引き起こすという形で私たちが「被
り」、それが行為者である私たちに「意味」を付与することになる24。その
反応は子どもたちの「態度・行動面」を変容させ、次への行動の大きな誘
因になると言えよう。 
第四に、⑥の「考え方・価値観」の変容があったという回答についての
得点も高く、回答もABのみに集中している点である。どの事例についても
考え方・価値観の変容があったようだが、どんな変容であったのかという
ことについて記述回答を見てみると、およそ５つの傾向がうかがえる。 
一つ目は「問題への関心の増加」である。例えば「カンボジア支援」の
事例では「貧困、平和、人権、環境、民主主義、平等など、今まで考えた
ことのなかった課題について、自分たちなりの考えを持つ必要性を理解し
た」とあり、「高齢者 疑似体験」の事例では「ユニバーサルデザインや
バリアフリーについての関心が高まったようだ」とある。また「農家体験
                                                     
24 John Dewey 1916『Democracy and Education』、P.163。(ジョン・デューイ松野安
男訳1975『民主主義と教育』岩波書店、p222) 
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と稲作り」の事例では「地産地消意識の向上。農家の苦労・課題に対する
共感的理解。食材の産地を気にする。授業でTPPについて触れ、説明した
とき、反対するものがほとんどだった」とあり、「参議院議員選挙 模擬
選挙」の事例では「直近のアンケート結果に過ぎず、長期的傾向はつかめ
ないが、将来選挙（投票）へ行くという生徒が増えた」と書かれており、
それぞれ学習や活動によって対象への関心が高まっていることがわかる。 
二つ目は「偏見の減少」である。例えば「田んぼの生き物調査」の事例
では「泥田を『くさいもの』『きたないもの』という短絡的な見方をしなく
なった」とあり、また「農家体験と稲作り」の事例では「有機栽培作物へ
の盲目的な信仰の減少（良い意味で）や農薬に対する偏見の減少や、農作
物の形にとらわれないこと」という意識傾向が現れたとし、「ラオスに絵
本を送る活動」の事例でも生徒による自己評価（意識面）として「アジア
に対する見方が変わり、意識するようになった」とあるが、これらは学習
活動前の薄い第一印象が、活動によって内容まで踏み込んで理解した結果、
そのものへの見方・考え方が変容した様子が現れている。 
三つ目として「学習者の実生活上の変化」が挙げられる。例えば「カン
ボジア支援」の事例では「教科の学習など、自信を持って取り組めるよう
になった」とあり、「農家体験と稲作り」の事例では「学級全体のチーム
ワーク・団結力が高まり、男女を問わず協力する姿勢が出てきた」と書か
れている。また「参議院議員選挙 模擬選挙」の事例では「 6クラスで取
り組んだが、熱心に取り組んだクラスほど、成績が実際に上昇し、落ち着
いて授業を聞くようになった」と分析している。これは、具体的活動をや
りきり、達成感を得たために、生活面で積極的姿勢や自信・協力心・団結
心等が醸造されたためだと考えられる。 
四つ目として、「マイナス事象や感情による変容」である。体験的活動や
具体的活動は、時には現実の矛盾点やゆがみに直面することもある。「福祉
体験学習」の事例では「ホスピスボランティアや高齢者施設での体験では、
ある種の絶望感をもってしまう例もある。また、福祉施設では拘束・抑制、
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虐待などを目の当たりにみて失望した生徒や憤りを感じた生徒もいた。そ
うした怒りも、生徒たちに新たなエネルギーを与えたかもしれない」との
考察があるが、こういった否定的現実との直面によっても考え方・価値観
に変容を受けることが理解できる。 
最後に五つ目として、「自己有用感や自己肯定感の増加」である。「ラオ
スに絵本を送る活動」の事例の学校は、慢性疾患よりも、不登校や心身症、
被虐待、発達障がいの生徒の在籍が多い学校である。そのため生徒の実態
は、自己肯定感が低く、人との関わりに課題を抱えており、表現すること
に抵抗があるが、そのため逆に人の気持ちに敏感で相手を思いやることが
できる生徒たちでもある。また、自分を過小評価しているのと同時に、大
人（教師や親）への不信感を持っていて、自分は生まれてくる価値のない
人間だと思っている生徒もいる。そのため、教師が「広く社会に目を向け、
自分の生き方を考えてほしい。自己肯定感を高め、自信をもってほしい。
人との出会いを軸に、体験的な活動を取り入れることで、生徒の心を揺さ
ぶり、行動につなげ、『自分にもできることがある！』と、自分を好きに
なってほしい。周りに働きかけ、応えてもらうことで、大人への信頼を回
復してほしい」という願いを持ってこの活動に取り組んだ。 
その結果、生徒による自己評価（意識面）としては「自分たちにもでき
ることがある！と自信になった。自分にできることはないか考えるように
なり、ボランティア活動に関心をもつようになった。自分の生活を見つめ
直すようになった」とあり、さらに「卒業後、海外支援に関わりたいと、
JICAに関心を寄せ、意識して情報を得ていた生徒がいて、本人は、中 3の
ときの総合の取組は自分にとっての支えになっていると話してくれてい
る」とある。また教師による評価（意識面）としては「実際に行動するこ
とができたこと、周囲から認められたことで自信を持ち、自分に自信をも
つようになった。行動面で課題（反抗挑戦性障がい）があり、常に自分を
否定してきたある生徒が、今回の活動ではどんどん意見を出し、活動の中
心となり、まとめの学習を終えた後、教師の所に走ってきて『ありがとね！』
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と満面の笑顔で話してくれた。他の生徒も、自発的になった、表現する力
が向上した、社会への関心が高くなった等の変化がうかがえた」との考察
があった。この学校の生徒の実態を考えた場合、これは大きな変容と言え
る。また、こういった活動に取り組むことによって、自己肯定感が低く自
分を過小評価している生徒が、自己肯定感と自己有用感を高め、自分への
価値観を上げた顕著な事例と言えるとともに、具体的支援活動が、いかに
生徒の自己有用感や自己肯定感という価値観を変えていったかを物語って
いる。 
これらの事例から、現実的に出会った具体的な事象や対象者から受けた
反応が、学習者である子どもたちの認識や情感を揺さぶったり、達成感な
どが子どもたちの中で新たな価値を生み出すために、こういった考え方・
価値観の変容が生み出されたと考えられる。 
 
５. ２. ３ 分析から明らかになること 
以上の事例分析から、各項目の原因や結果となった要素を整理してみたい。 
子どもたちが「意欲的に取り組む」には、児童の願い、対象の変化、人
やその反応、具体的（希少な）体験が関係している。 
また「態度・行動面」の変容には、対象に関する新たな具体的発見、対
象の印象が自身の中で変わること、関わった人の反応、映像の持つ情感へ
の効果と問題点への気づき、活動の成果から感じる成就感・達成感、自己
有用感や自己肯定感や目標を持てたこと、活動に現実味があること、外部
から評価されその意義が再確認されること、対象を現実的に確認できるこ
とやそのものの価値や関係性を知ることが関係している。 
「考え方・価値観」が変容した内容は、問題への関心、偏見の減少、積
極的姿勢や自分たちの生活の見返し、マイナス事象や感情による変容、自
己有用感・自己肯定となっている。 
これらを総体的に見ると、子どもたちの「意欲や態度・行動」を高めた
り変容させる要因は、具体的対象からの反応や、働きかけた対象からの成
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果による手応えや達成感、活動の結果を他者から認められたり賞賛される
励み等が中心であることがわかる。これにより、学習の対象が具体的な活
動であったり、体験的な活動である場合に、意欲・態度・行動面の変容が
ある程度起きると考えられる。 
また、それらの成果によって「考え方・価値観」は、問題への関心が高
まったり、偏見が減少したり、物事に積極的姿勢になったり、自己肯定感
や自己有用感が高まるという形で現れている。開発教育・国際理解教育の
最終的な目標が「問題に参加し、その解決をめざす態度を養う」ことを考
えた場合、具体的活動学習や体験的学習活動が、自己有用感を持って物事
に積極的に働きかける人間の育成につながり、考え方・価値観の変容の方
向性を持つことは、これらの学習活動が有効な学習活動である要素が高い
といえるのではないだろうか。 
 
５. ３ 小学校高学年での学級活動と個の変容の事例から 
次に、筆者が担任した小学校高学年クラスでの実践事例の分析を試みたい。 
筆者は2003年度から2009年度まで、6年間は同じクラスを 5年生、6年生
と 2年間ずつ担任しながら、残りの 1年間は 4年生のクラスを担任しながら
実践を行った。その 4つのクラスでの事例を取り上げたい。 
 
５. ３. １ 国際理解教育学会の体験目標・態度目標に即して 
国際理解教育学会では、国際理解教育の目標として、「体験目標」「知識・
理解目標」「技能（思考・判断・表現）目標」「態度（関心・意欲）目標」
の四つを定めている。そこでは「体験目標」を表 2のように規定している25。 
 
                                                     
25 大津和子2005「総合的な学習における国際理解教育の構想カリキュラム」『北海
道教育大学教育実践総合センター紀要』、p.4。 
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表 2：体験目標 
 
 
 
 
 
 
また「態度（関心・意欲）目標」については、表 3のように定めている26 
 
表 3：態度（関心・意欲）目標 
 
①人間としての 
尊厳 
地域・社会の中で、個人としての自己および他者の人格を尊重
しようとする。 
②寛容・共感 多文化社会の中で、地域や世界で異なる文化を持つ人々や異なる状況にある人々の存在を認め、理解し学ぼうとする。 
③参加・協力 地域・社会をより望ましい方向に変化させるために、社会の一員として行動し、人々と協力しようとする。 
 
本章ではまず、筆者が行った活動実践事例をこの体験目標に即して分類
し、その実践の中で児童が現した「態度」に関する行動や反応を、上記の
「態度（関心・意欲）目標」の三つの項目に即して整理し、児童がどのよ
うに各項目に即した変容の姿を示したか、またその変容を促したものは何
かということについて、児童の書いた感想文と授業記録等から分析・考察
し、提示してみたい。 
次に、活動の中での個人の変容を追い、個の姿でこの「態度（関心・意
                                                     
26 大津和子2005「総合的な学習における国際理解教育の構想カリキュラム」『北海
道教育大学教育実践総合センター紀要』、p.4。 
及び大津和子2010「国際理解教育の目標と内容構成」『グローバル時代の国際理解
教育』明石書店 
 
気づく・発見
する 
わかる・納得
する 
実施する・共
感する 
Ａ（人と）出会う・交流
する 
Ｂ（何かを）やってみ
る・挑戦する 
Ｃ（社会に）参加する・
行動する 
知識・理解目標 
技能（思考・判断・
表現）目標 
態度（関心・意欲）
目標 
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欲）目標」に関する変容がどのように生み出されたかを分析する。そして、
この活動実践と個の姿の行動・反応・変容から、これらの「態度・関心・
意欲」の姿を生んだものを明らかにし、体験的学習活動のどんな要素が「態
度・関心・意欲」を生み出す可能性があるのかを吟味したい。 
尚、どちらの変容にしても、変容の根拠にほかの要因がどれだけ関係し
ているかといったことに関しては、学校生活や家庭での生活がさまざまな、
また膨大な要因から成り立っていることを勘案して、それらの要素の働き
はここでは取り上げないこととする。 
まず、体験目標の中の三項目のそれぞれについて、各項目に対応する筆
者の実践事例を項目別に分類し、その後、活動実践事例のおよその展開を
提示してみたい。 
 
内容項目 項目に対応する実践事例 
Ａ（人と）出会う・交流
する 「映像視聴」「学級講演会」「マラウイ共和国支援」 
Ｂ（何かを）やってみる・
挑戦する 
「ストリート・チルドレン宿泊体験」 
「児童労働体験」「マラウイ共和国支援」 
Ｃ（社会に）参加する・
行動する 
「アルミ缶集め」「太陽熱利用チャリティー喫茶店」「衣
類援助」「マラウイ共和国支援」 
 
 
５. ３. ２ 学級活動事例の概要 
① 映像視聴 
体験目標の中の「（人と）出会う」という項目との対応関係を考えた場
合、映像は実際に目の前で語りかけてくれる人ではないが、児童に何かを
訴えかけるという意味では、実際に会う人と同じかそれ以上の影響を児童
に与えると考えられる。海外の貧困国とその国の子どもたちのことを調べ
始めた児童がさまざまな情報を持ち寄る中で、2003年からフジテレビが毎
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年放映している『世界がもし100人の村だったら』の映像を持って来た児童
がいた。民間放送局が作成したものは視聴率獲得を意識して過度に大げさ
な表現になったり、問題の核心でないものを中心に持ってくる傾向もある
ため、事前に担任が視聴して教材として適したと思える部分を探し出すと
ともに、担任からもNGOシャプラニールが作成した映像などを入手して両
方を視聴した。 
② 学級講演会 
映像視聴の後、どんな学びをしたいか話し合った児童の意見から、事情
に詳しい方をお呼びして話をうかがうことになった。バングラデシュで活
動したNGOシャプラニールの方、学校のある駒ヶ根市の青年海外協力隊訓
練所で教師をしているコンゴ人講師の方、児童が親戚筋から探し出したナ
イジェリア人の方などを講師として招き、話をうかがった。この講師の方々
から生の声をうかがい、児童の中にも実感的に現地を想像する思いが湧い
たようであった。 
③ ストリート・チルドレン宿泊体験 
さまざまな貧困の実態を調べていく中で、児童はストリート・チルドレ
ンついて調べ、その実態の過酷さに驚き、ストリート・チルドレンと同じ
ように泊まって体験的に実感してみたいと考えた。安全面・保健面などの
配慮をした上で、7月という季節から、学校屋外の渡り廊下（露天）にダ
ンボールと毛布のみで寝る。食事は「朝晩食パン 1枚と水だけ」と決まっ
た。この活動は 5学年時・6学年時の 2年連続で行ったが、6学年の時は子
どもたちの話し合いで「よりストリート・チルドレンの現実に近づくため」
という観点から、食パンを買うお金は、その日の夕方地域を回って集める
ことができたアルミカンの代金の分だけで買うこととなった。夜の就寝は、
7月といっても屋外のため、ダンボールの下のコンクリートの堅さと外気の
冷たさが徐々に子どもたちの身体に伝わってくる。これは高学年と言えど
も小学生には非常に強烈な体験であった。 
 
原 開発教育における「体験的学習活動」の「意欲・態度」形成面への有効性を探る 
263 
④ 児童労働体験 
フジテレビ系『世界がもし100人の村だったら』で、いくつかの児童労働
の映像を見た児童たちは、自分たちも実際に児童労働がどんなものなのか
を体験してみたいと考え、市の社会福祉施設で労働をさせてもらうことに
なった。内容は花壇の咲き終わった花や草の整備。10月の暑い日だったが
3時間休みなしで働き、8～10時間働く海外の児童労働の実際を体験的に知
ろうとした。 
⑤ アルミ缶集め 
いくつかの映像視聴や調べ学習・学級講演会で海外の貧困国の実態を
知った児童たちは、次にしたいこととして支援を選び、衣類援助をその中
心とし、そのための資金集めの方法としてアルミ缶集めを選んだ。事前に
集める地域を特定し、班単位で自分たちの分担区域を決め、自分たちがど
んな考えと願いでアルミ缶を集めるのかといった主旨を書いたチラシを配
布し、後日チラシを配った家にアルミ缶をいただきに回った。また、学校
全体に協力を仰ぐために、給食時間に他の全クラスを訪問してアルミ缶集
めの協力を依頼し、朝の一定期間玄関に交代で立って、他のクラスの児童
が持って来てくれたアルミ缶を受け取った。 
⑥ 太陽熱利用チャリティー喫茶店 
本校は環境活動の一環として、円形の反射板に黒塗りのペットボトルを
組み合わせて太陽に向けて置き、集熱して冬の清掃時のバケツのお湯にす
る湯沸かしセットを使っているが、児童の発案で資金集めの一方法として、
この湯沸かしセットを使って参観日にチャリティー喫茶店を開いた。当日
お客さんとして集まった父母に、自分たちがしている学習や活動を伝えて
理解してもらうことと、資金を集めることの両方を目的に、教室を喫茶店
に模様替えし、飲み物などを出して父母を接待した。 
⑦ 衣類援助 
海外の貧困国の子どもたちの実態を調べたり、映像で強い衝撃を受けた
児童たちは、その映像に出てくる子どもたちの衣類が傷んでいることや、
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ストリート・チルドレン宿泊体験で自分たちが寒さを実感したことから、
支援の中心を衣類援助に決定した。衣類を集める活動は児童にも可能であ
り、家族や親戚・近所、時には隣のクラスにもチラシで呼びかけて衣類を
集めた。衣類の援助は、場合によっては送った先の国の衣類業者や繊維業
を圧迫することにもなりかねないので、仲介してくれるNGOにその辺の事
情を確認しながら集めた衣類を送った。 
⑧ マラウイ共和国支援 
衣類などを援助した場合、無理もないことだが相手の反応が確かめられ
ない。小学生という発達段階を考えた場合、相手の反応を励みにするとい
う側面も大事にしたいと考え、担任である筆者が直接相手国に届けること
にした。JICAが企画している「教師海外派遣プログラム」に応募し、アフ
リカ・マラウイ共和国に筆者が 2週間訪問し、学級講演会でアフリカ人講
師が話してくれた要望品である学用品とサッカーボールを持って行った。
その結果、受け取ってくれた学校と、「依存心の元になるから」と受け取
りを断った学校があった。この受け取り拒否は、物質援助の是非を考える
ための良い話し合いの材料となった。 
 
５. ３. ３ 態度目標項目に即した学級活動事例分析 
これらの活動をする中で児童は、さまざまな関心や意欲の高まりの姿を
見せた。これを先の「5. 3. 1」の「態度（関心・意欲）目標」の三つの項目
に即して整理し、児童がいかにして各項目に即した変容の姿を見せるよう
になったかを分析し、それを生み出したものは何かということについて考
察を行う。 
 
（１）態度目標「人間としての尊厳」（地域・社会の中で、個人としての自
己および他者の人格を尊重しようとする）に関連する変容 
『世界がもし100人の村だったら』の映像を見た児童の感想として、6年
生のＡ子は「私は普通の生活がどれだけうれしいことなのかわかりました。
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このことを見て、改めて自分がこれからどうしていかなければいけないか
わかりました。あの子たちはあんな生活で絶望するのではなく、未来への
夢を持っていました。だからずっとその夢を忘れず、追いかけていってほ
しいし、私もそれを一生けん命応援していきたいです」と記し、また 4年
生のＢ男は「ぼくらはこんなにぜいたくで楽な生活をしていていいのか？ 
こんなぼくたちが何ができるんだろうか。そして今、日本がアルベルト君
たちに何をすればいいのか？ ただ今は考えるのでせいいっぱいだ。アルベ
ルト君たちにもうしわけない。きっと何かぼくたちにできることがある。
ぜったいぜったいある。ないわけがない。ぼくはぜったい何かをしてあげ
たい。ぜったい楽にさせてあげるようにがんばりたい。まずみぢかなとこ
ろから、次にくらしの中で、次にみんなでできることから始めて、むずか
しいこともどんどん取り組んでいこう。そうすればきっと楽にさせてあげ
られる気がする。そう、きっときっと」と記した。 
Ａ子の感想の中には、映像で観た子たちが生活に絶望するのでなく未来
への夢を持っていることをとらえ、自分としてもその子たちに夢を忘れず
追いかけていってほしいと願っている。ここには映像の中の子の人生や人
格を大事にしたいと思う「人間としての尊厳」を尊重する考えが現れてお
り、さらにまた自分もそれを一生けん命応援しようという、他者に寄り添
う決意までの高まりが見られる。 
またＢ男の感想は、自分とほぼ同じ年齢であるにもかかわらず、置かれ
た状況の違いから来る大きな不合理に正面から向き合い、精一杯考えよう
としている。また、相手に申し訳ないという、自分の置かれた状況まで見
返しながら相手を思いやると共に、自分や自分たちのできる精一杯の行動
をしようという決意に至っている。ここには、生まれた場所が違ったとい
うだけで、自分とは比べものにならないくらい大変な状況に置かれた子た
ちの「人間としての尊厳」を何とか尊重したいという気持ちがあふれてい
る。このＢ男の感想は、他の何人かの感想と一緒に印刷して学級に配った
ところ、学級全員から支持と共感を得て、学級の他の児童の行動意欲をも
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変容させる影響を与えた。 
この二人の感想から、映像への直面がこういった態度変容を生むことが
わかる。「アルベルト君たちにもうしわけない」、「私も一生けん命応援し
てきたいです」といった言葉や、ほとんどすべての児童が普段は見せない
ような真剣な眼差しで映像を見入っていたことから、こういった態度変容
が生まれるのは理性的な認識ではなく、映像によって情感のレベルで深く
揺り動かされたことがその一因であることが理解できる。また、「私は普
通の生活がどれだけうれしいことなのかわかりました」や「ぼくらはこん
なにぜいたくで楽な生活をしていていいのか？」という生活に関する価値
観を見直している言葉から、自分たちの日常の価値観を超える価値をこの
映像から感じ取ったことがわかる。 
また、マラウイ支援で担任が撮って持ち帰った写真を見た別の児童は「マ
ラウイの働く女の子の写真は、服もあまり良くなくてかわいそうでした。
でもその女の子は、自分だけでなく他の人を温めてくれるような笑顔でし
た。私はこの写真を見て、私にはできない笑顔だなと思いました。いくら
貧しくても『私達より上のとてもいい持ち物』をもっているんだなと思い
ました」と、マラウイの働く女の子を偏見なく見つめ、自分たちより優れ
ている点を見いだすという形で相手の人格を尊重している。 
これらの反応は、対象を映像の力を借りて実感的に向き合うことによっ
て、態度目標の一つである「相手の人格を尊重したい」という気持ちを持
つとともに、行動への意欲を持ったり、自分の価値観の再構成を迫られた
ことから起きた態度変容であると考えられる。 
 
（２）態度目標「寛容・共感」（多文化社会の中で、地域や世界で異なる文
化を持つ人々や異なる状況にある人々の存在を認め、理解し学ぼうとする）
に関連する変容 
ストリート・チルドレン宿泊体験を 6年生時に 2回目として行った時、
34人の学級のうち12人は、朝晩の食事として決めた食パン 1枚をあえて「食
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べない」と言い出した。理由を聞いてみると「その方が、ストリート・チ
ルドレンの実態に近づけるから」だという。ここには自分より大変な状況
で生きている子たちの存在を認め、少しでもその子たちの気持ちを理解し
ようという態度が読み取れる。体験を実施した後の児童の感想は「痛い・
寒い・眠れない」、「ふとんがこんなにいいものだとは思わなかった」、「自
分たちは 1日だけど、こんな生活が毎日続くなんて信じられない」、「パン
がいつもよりおいしくて驚いた」、「こんなことを続けたら、病気にかかっ
て死んでしまうし、ここより危険なところで寝ているなんて信じられな
い」、「寒くて、こわかった。家に帰りたかった。これで帰る家がないなん
て・・・・」、「食事というのは本当にどれだけ大切なものかと思いました」
といったものであった。 
ここには、この日本で小学生として生活していては決して感じることが
できない実感が表れている。これらの感想から、「異なる状況にある人々
の存在を認め理解して学ぼうとする」という行為や相手に対する共感を生
み出したのは、実際に同じようにした体験から来た実感であったといえる
のではないだろうか。 
また、児童労働体験でも、3時間休みなしで働くという体験をしてみて、
児童たちは「きつい」、「見るとやるとは大違い」、「 8時間働く子どもなん
て信じられない」という感想を書いたが、これもただ映像を見ることを超
えて、体験から相手を理解し学ぼうという態度を持って望んだ結果、「信じ
られない」という実感を得ることができ、支援行動を行う意欲の向上とい
う態度に繋がっていった。これらの姿を生み出したものは、何を置いても
実体験のリアルさであることを児童の感想が物語っている。 
次に、マラウイ共和国で自分たちの支援物資が受け取りを断られた事例
をみてみたい。担任が受け取りを断られた事実を伝えた時、学級全員が
「えー」という声を発したが、「支援を良いこと」と考えていた子どもたち
には、この受け取り拒否は衝撃的であった。この事実をどう受け止め「異
なる状況にある人々を認め・理解し・学ぶ」かが大事になった。学級で「な
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ぜ支援が断られたのか」の話し合いを行ったところ、次のような意見が出
された。（なお、この学級では以前に、図書館の本で多国籍企業など流通に
関わる企業の営利行為を、またビデオ教材で、自給自足農業から債務返済
のための商品作物栽培への移行を学習していた） 
 
教師：どうしてみんなの用意した「ノートや鉛筆やサッカーボール」は
受け取りを断られたと思う？ 
① これまで、貿易やなんかで先進国の会社に利益を取られたりして、
きっと先進国が嫌いなんだよ。 
② 先進国の人を信じたくないんじゃない？ 
③ だまされると思うのかな？ 
④ 先進国の私たちの気持ちを手紙で伝えたら？ 
⑤ 平等に分けられないからじゃない？ 
⑥ 物をもらうと、それで頼っちゃうからじゃないかな。 
⑦ 自分たちで頑張る気がなくなっちゃうからじゃないかな。 
⑧ 援助を必要としない国にするのがいいと思う。 
⑨ 援助を制限したらどうか？ 
⑩ 先進国に作らされている「商品作物」を買わないようにしたら？  
⑪ いきなりそんなことをしたら国がつぶれてしまう。  
⑫ じゃあだんだんやったらどうか？  
⑬ 「商品作物」を作っているのは「契約農園」だからそこをやってい
る先進国の会社を解散させるべきだ（賛成あり）。 
⑭ 「昔は農業をしていて、飢えている人はほとんどいなかった」って
ビデオで言っていたから「自給自足の生活」ができるように応援する
のがいい（賛成多数）。 
⑮ その「農業の作物」を先進国が高く買って、マラウイを支えてやる
のがいい（賛成多数）。 
⑯ 高く買って上げても、国の借金を返すので消えていってしまうん
じゃないか？  
⑰ 先進国が借金を減らしたらどうか？（賛成多数） 
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この話し合いでは、自分たちが託した支援物資が断られたという状況を
受け入れ、その原因を考えるとともに、なぜ物質援助が良くないのかを考
えていった。むずかしい内容で議論は 6年生のレベルは超えていると思わ
れたが、⑥発言のように慈善型援助のマイナス点に気づき、⑬⑭発言のよ
うに、本当の望ましい状態はその国の国民が自活することであることに気
づいていき、⑯⑰のように債務問題まで考えることができた。 
小学校 6学年でこの部分まで踏み込めたのは、この話題自体が一般論で
はなく、「自分たちが考え、汗を流して資金を貯めて用意した支援物資が
断られた」という当事者としての問題意識があったからだと思われる。こ
こからは、断られた事実を知った驚きの大きさと、話し合いの追究内容・
深さに現れている真剣さから、切実感・現実味・当事者感が、児童の「相
手の存在を認め、理解し、学ぼう」という態度を育成したことが読み取れ
る。 
 
（３）態度目標「参加・協力」（地域・社会をより望ましい方向に変化させ
るために、社会の一員として行動し、人々と協力しようとする）に関連す
る変容 
ストリート・チルドレン宿泊体験で、相手に実感的に共感し、「自分た
ちがやったことは絶対ムダにならないと思います。このきちょうな体験を
ムダにしないで、こうやって生きている人たちに何かできることはないか
考えていきたいです」と感想を書いた児童がいたが、ここにはすでに「社
会を望ましい方向に変化させる」態度への指向性が生じている。この態度
を生み出したものは「貴重な体験をムダにしないで」という言葉から、実
体験の経験からの願いや決意であることがわかる。 
資金集めのためのアルミ缶集めの感想では、4年生のＣ子は「今日はア
ルミカン集めでした。私は『アルミカンくれるかな』となぜかドキドキし
ていました。そして行くとい～っぱいアルミカンが置いてくれてありまし
た。私たちは『ありがたい。ありがたや～』と言いながらもらいました。
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本当にありがたいと思いました」と書き、また同じく4年生のＤ男は「『雨
の中大変だね。ごくろうさん』と言ってくれました。その言葉が心のささ
えになったのか、がんばって集められました。『家にもまだあるから持っ
てくるよ』とか『ちょっとでごめんね』とか『がんばってね』とか『まず
しい人たちを助けてあげてね』とか言ってくれる人がいました。この地い
きの人たちの協力と僕たちの組でまずしい人を助けてあげたいです」 と記
している。 
Ｃ子の感想からは、協力してもらえる事への期待と感謝が、そしてＤ男
の感想からは、地域の方の暖かい言葉がけが自身の意欲につながっている
ことがわかる。また、大人と関わることで自分たちのする行動を、問題に
取り組む「社会の一員としての行動」とらえるとともに、「僕たちの組で」
という言葉に学級という集団で「協力しようとする」態度がうかがえる。
ここに、これらの態度を生み出したものが、学級集団への信頼感と、願い
と気持ちを合わせて目的を達成しようとする集団のまとまりであることが
読み取れる。 
また、地域の方々との関係に関してはこういった言葉がけ以外にも、メッ
セージをもらったり、児童たちのためにアルミ缶を取っておいたり持って
来てくれる方々も現れ、地域の方々の協力心を受けて自分たちの意欲を高
める態度が養えた。「この地いきの人たちの協力と僕たちの組でまずしい
人を助けてあげたいです」という言葉からは、これらを生み出したのは願
いの実現とその達成感への期待であることが理解できる。 
太陽熱利用チャリティー喫茶店は、父母という大人を呼んで接待すると
ともに、自分たちのしている活動を理解してもらおうという試みであった。
多くの時間と労力を割きながらもこれが実現したのは、装飾、メニュー作
り、看板作り等、児童の自由な創造力を発揮できる活動がふんだんにあり、
楽しさもあったゆえであった。この活動は、援助資金を貯めようという目
的とともに、父母を招いて自分たちの活動とその主旨を理解してもらおう
という試みであった。この点は、ロジャー・ハートが子どもの活動参画に
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関して論じている「参加の梯子」の最上階の一歩手前である 7段階の「子
ども主導の参加」から、一部最上階である 8段階の「大人を巻き込む参加」
まで実現できた活動であったと思われる27。 
衣類援助・マラウイ共和国支援では、資金集めのためにアルミ缶集めを
する、衣類集めを大人に働きかけて頼む、ダンボールを調達して梱包する、
輸送業者を探して頼むなどいくつもの大変な作業を乗り越えられた。これ
らができたのは、映像や実体験で支援への願いを持ったことと、感想にも
「送れてやっとしえんができた。うれしかった」、「衣類を送り出したとき
の気持ちを大切にしたい」、「この衣類で寒くて困っているストリート・チ
ルドレンが何人も助かると思うと、やって良かったなぁって思う」とある
ように、途上国の子どもたちに「自分達でも出来る支援をしたい」等の「社
会を望ましい方向に変化させよう」という参加・協力を実現したいという
願いが、根底にあったからだと考えられる。 
またマラウイ共和国支援では、援助物資を受け取って喜んでいるマラウ
イの生徒の写真を見て「鉛筆やボールペンやサッカーボールをもらうとき、
みんな笑顔で手をたたいている人もいました。マラウイの人たちは大切に
使ってくれると思います。それを想像するだけで心があたたかくなります。
自分たちがやってきたことで誰かが喜んでくれることは自分もうれしくな
ります。今回、喜んでくれた相手の表情を見られて本当に嬉しいし、これ
から援助していくとき、今よりもっとがんばれると思います」や、「逆に支
援した僕たちがうれしかったです。写真でマラウイの人たちの顔を見て、
心が温かくなったような気がしました。大人になったら働いたお金でもっ
と援助したいです。地球に生きる何十億というみんなが幸せに生きていけ
るようにしてみたいと思いました」というように、自分たちの願いである
支援が何らかの形にできた時に、強い達成感を感じるとともに、「これか
                                                     
27 ロジャー・ハート2000『子どもの参画』南博文監修 木下勇・田中治彦訳、萌
文社。 
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ら援助していくとき、今よりもっとがんばれる」、「大人になったら働いた
お金でもっと援助したい」と次への行動意欲を育んでいる。 
これらの感想から、こういった態度を生み出したものは、自分たちが社
会の役に立っているという自己有用感であることが理解できる。「想像す
るだけで心が温かくなる。自分も嬉しくなる」、「逆に僕たちがうれしかっ
た」などは支援という活動において、モノの動きは一方通行であるが、喜
びや自己有用感など感情面では双方向のものとなり、自分たちが逆に感情
面で与えられていることを実感している様子が伺える。 
また、学級ではこれらの活動をしながら「自分たちが生活上で心がける
こと」を話し合い、「給食を残さない。ものを無駄にしない。恵まれてい
ることに感謝する。学校に来れることを大事に考える」の四つを決定し、
教室の壁に貼りだした。この四つの内容から、これらを生んだものが宿泊
体験などの実感であり、これも態度目標の「社会の一員として行動し、人々
と協力しようとする」という要素が顕在化したものであると考えられる。 
 
５. ３. ４ 個の事例分析 
次に、体験的学習活動が「態度（関心・意欲）」を変容させることを、
個の変容の姿から確認してみたい。 
 
１．事実との直面が積極性・行動力・価値観の再編成を招いたＡ子の事例 
5学年から担任したＡ子は、学習能力は高いが極端に恥ずかしがり屋で、
挙手発言など他人の前で自己を表出することを極端に避けたがり、4月の
家庭訪問では母親から担任に、無理な発言を強要しないように頼まれるほ
どであった。そのＡ子が、初期の映像視聴で先の「私は普通の生活がどれ
だけうれしいことなのかわかりました。このことを見て改めて自分がこれ
からどうしていかなければいけないかわかりました。あの子たちはあんな
生活で絶望するのではなく、未来への夢を持っていました。だからずっと
その夢を忘れず、追いかけていってほしいし、私もそれを一生けん命応援
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していきたいです」という感想を書いてから、この学習活動に重要性を感
じて参加し始め、二学期には活動方針の話し合いで自ら挙手をするように
なった。 
6 年時の駒ヶ根市の国際広場へのマラウイ共和国支援の模擬店出店で
は、クイズ作りの中心になって当日も盛んにクイズ参加を呼びかけ、3学
期の太陽熱利用チャリティー喫茶店ではアピール係を買って出て、父母の
前でも堂々と発表する姿まで見せた。さらに卒業前の 3月には市で行われ
た筆者の講演会に参加して、約40人のほとんど知らない聴衆の前で「自分
達が何故どんな願いを持ってこの活動をして来たのか」ということを発表
するまでの変容の姿を見せた。 
この一連の変化に母親は大変驚いた。先の感想の「自分がこれからどう
していかなければいけないかわかりました。」という言葉から、この映像で
見た児童労働の事実との直面が、Ａ子が秘めていた積極性と行動力を表に
出していったのではないかと推測できる。 
マラウイ共和国に担任が支援物資を届け、それを受け取って喜んでくれ
ているマラウイの生徒の写真を見たときは、「喜んでくれている写真を見
て、私たち先進国にいる人は何かを始めなければいけないんだ！と強く思
いました。私たちにはない笑顔だと思いました。この笑顔が消えていくの
は本当にもったいないことです。だから私は、卒業しても大人になっても
ずっとこの活動を続けていきたい」と記しているが、この感想からは事実
を直視し、情感的に受け止めた後、継続的な具体的支援活動をし、そこか
ら達成感や手応えを感じたいという欲求を持つことが、態度変容を導いて
いると理解することができる。 
またＡ子は、卒業前の 3月に実施した「幸せを感じるときアンケート」
に関して「『幸せに感じるとき』のアンケートを書きました。私は 4年生
の時もしこのアンケートを書いていたら、今日書いたよりたぶん書くこと
が少なかったと思います。それは 5年生から勉強してきた『貧しい国』の
ことがあるからです。4年生まで当たり前だと思っていたというか当たり
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前だとかさえも考えなかったことが、今では『幸せ』と感じるように変わっ
てきています」と記している。ここにも海外の貧困問題を学び活動するこ
とで、衣食住や学校に来られることの意義が再確認されるという形で、はっ
きり価値観の変容がうかがえる。 
このＡ子の変容の原因を考察するに当たって、Ａ子が 6年生になって母
親に「今は海外の貧しい国の問題が私には一番大事」と言っていたことは、
変容の原因がこの活動であることの可能性をうかがわせる。その上で、Ａ
子の先の感想で実態を伝える映像によっての「私は普通の生活がどれだけ
うれしいことなのかわかりました」という言葉から、Ａ子は映像との直面
によって情感の部分まで問題を深め、具体的支援活動をすることで自分の
慣れ親しんだそれまでの日常性の価値観を超える問題の価値に直面したこ
とがわかる。またその価値観の変容が、その後のＡ子の活動への関わり方
と態度変容を起こしたと考えられる。 
 
２．事実との直面や討論が、無関心から積極的態度を生んだＥ男の事例 
やはり 5学年から担任したＥ男は、学習能力は高いが、わかっているこ
とも面倒くさがって発言しない児童だった。このＥ男は 6年の卒業文集で
この海外の貧困問題の学習活動を振り返って、「昔はぼくは、別にクラス
の話し合いも特に参加せず、意見も聞かないような感じでした。それは 一
部の人にまかせればいいという気持ちから出ていたと思います。でも、五
年の時、総合の話に耳をかたむけてみると、自分なりに考えると『それは
違うんじゃないかなぁ』ということを思い始めました。それで意見などを
してみるとだんだん楽しくなり、ふつうの授業の意見も楽しくなってきま
した」と記している。 
そして、ストリート・チルドレン宿泊体験と児童労働体験の後、学級で
さらに体験活動をするか援助活動をするかの話し合いをした時、Ｅ男は「自
分たちの体験より、第一番に大切なのは相手を助ける援助だ。援助活動を
すべきだ」と発言している。抽象的な話し合いでなく、自分たちの時間と
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労力をかけた現実的問題の話し合いであったことがこのＥ男の積極的発言
姿勢を生み出し、具体的現実的活動がこの態度変容を生んでいる。 
卒業文集の文章は上記の後、「総合をやることで、意見をする楽しさを
教えてくれました。しかも、みんなで協力できる活動なのでクラスの仲も
よくなりました。今までこういう世間の問題は知らなかったし、知ろうと
も思わなかったので、この問題を知って世間の問題にも興味が出てきまし
た。それからこんなに人を助けたいと思ったのは、総合学習の貧困問題が
初めてでした。テレビで貧しい子どもなどを見ていると、この人たちを救
いたいととても思いました。総合学習はいいことづくしでした。これから
も貧困でなくなる人が一人でも減ればいいと思います」と続くが、学習問
題に無関心だったＥ男の「この人たちを救いたいととても思いました」と
いう文章は、事実との直面と、その問題への体験や討論が児童の態度変容
を生むことを表している。 
また、「みんなで協力できる活動なのでクラスの仲もよくなりました」
の部分は、集団のまとまりが児童の意欲・態度に少なからぬ影響を及ぼす
ことを現している。さらに、このＥ男には「世間の問題への興味関心」と
いう意識や「授業発言」という積極的行動、また無関心が強かった面が「こ
の人たちを救いたい」という能動的姿勢に変わるという価値観の変化が、2
年間の活動で生じていった。 
このＥ男の変化を見て、当初普通教科学習に力を入れたい考えがあって
学級の海外貧困問題の学習活動に否定的であったＥ男の父親が、Ｅ男が変
容したことにより、卒業前には筆者の講演会にまで参加し、上記の卒業文
集にも「国際感覚を持ち、粘り強い努力の出来る男になって下さい（父）」
と書くという形で考えが変わった。Ｅ男の変容は保護者の意識・価値観ま
で変えることとなった。これはＥ男が活動に熱心になり、この活動にも教
科学習にも意欲的になったからに他ならない。Ｅ男の「こんなに人を助け
たいと思ったのは、総合学習の貧困問題が初めてでした」という言葉から、
具体的体験活動・支援活動を設定し、そこから課題に挑んだり、達成感を
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得ることが態度・価値観を変えていくことが読み取れる。 
 
３．具体的支援活動によって自己肯定感・自己有用感を高めたＦ子の事例 
5学年から担任したＦ子は、頑張り屋だが教科学習が苦手で劣等感を抱
えがちであった。しかしＦ子は、この海外の貧困問題の学習活動に熱心に
取り組み、学級でアルミ缶集めをしている時期は、日曜日も友だちと二人
で自主的にアルミ缶集めをしたり、衣類集めも意欲的に取り組んだ。その
度に担任の筆者は学級通信で日記を紹介したり、朝の会でＦ子のがんばり
を紹介した。活動が始まって 8ヶ月目の保護者個別懇談会でＦ子の母親は
「先生、あの子この頃『私なんか・・・・』って言わなくなってきたんで
す。」と話してくれた。 
この活動以外の他の要素がどう働いたかはわからないので分析はむずか
しいが、Ｆ子のこの総合学習の活動への参加量は増えていき、2ヶ月後に
行ったチャリティー喫茶店では、わざわざ親戚のカーテン生地屋さんにか
けあって、カーテンの端切れを学級喫茶店のために調達してくれた。これ
らの行動の様子からもＦ子がこの活動によって自己肯定感を増したことが
うかがえる。 
すなわち、この意欲・態度変容を生み出したものは、他者のために役立
つ自分を確認した自己肯定感・自己有用感であり、また具体的活動によっ
て成果や手応えが得られたことであると推測される。 
 
５. ３. ５ 分析から明らかになったこと 
以上の学級活動事例と個の変容の事例の分析を総体的に見ると、以下の
4つが「意欲・態度」変容の大きな誘因であることが言える。 
一つ目は、情感への作用である。理性的な認識ではなく、情感のレベル
で深く揺り動かされたことが、自分たちの日常の価値を超える価値観を生
みだし、意欲・態度変容の誘因になる。 
二つ目は、実体験のリアルさと実感である。現実味・切実感のある体験
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や話し合いは、学習者にとって自分の問題となり、次の「援助活動」など
の課題達成に向かう意欲・態度の大きな動機にもなる。 
三つ目は、集団への信頼感・愛着である。同じ願いを持った学級集団へ
の信頼感と、目的達成という点で願いと気持ちを合わせる集団への愛着は、
その集団での課題達成感への期待等の形で、意欲・態度を変容させていく。 
四つ目は、自己有用感・自己肯定感である。自分たちが社会の役に立て
る、または立っているという自己有用感や、他者のために力を出せる自分
を認められる自己肯定感は、意欲・態度変容の大きな誘因になる。 
 
５. ４ 体験的学習活動の事例分析から導き出せるもの 
ここまで、過去の事例、アンケート実践事例、筆者の学級活動事例の三
種類の事例を提示し、分析を試みてきたが、ここで、その三種類の事例を
総合して導き出せる、意欲・態度変容の誘因を明らかにしたい。 
第一は「対象の反応の内面化」である。事象や人に関わったり、働きか
けを試みた結果の反応は、認識や情感に変容や深まりを与え、子どもたち
にとって態度変容の大きな誘因になる。この反応がどれだけ現実感がある
か、また直接感じ取れる実感を有しているかが、意欲・態度変容のための
大きな要素にもなる。また、映像や人などによる情感に訴える形での反応
も大きな誘因になり、時には「途上国の少女の笑顔のすばらしさに気づく」
等、相手から与えられたと認識できる形の反応も意義が大きい。さらに、
「青い目茶色い目」の事例にも象徴的に現れているが、体験であれ映像で
あれ人との出会いであれ、内面化するほどの強い経験と出会い、情感的・
共感的理解や受け止めがなされると、学習者である子どもたちは、価値観
の変容を起こしたり、意欲・態度の変容を起こす。これはジョン・デュー
イが「経験」に関して、対象に「試みること」と、私たちの中に変化を引
き起こすという形で私たちが反応を「被ること」で、行為者である私たち
が「意味」を獲得すると論じていることと符号する。これらの反応や、反
応の内面化は、子どもたちが日頃なじんでいる価値をさらに超える価値観
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として内面に位置付くことで、さらに大きな誘因となると言えるのではな
かろうか。 
第二は、活動成果の確認である。個人でも集団でも取り組んだ活動よっ
て生じた一定の成果は、子どもたちの成就感や達成感となり、それは往々
にして自己有用感や自己肯定感に転化し、変容の大きな誘因になる。また
この成果の確認は、活動で関わったり活動を見守っていた人による評価・
賞賛という形を取ることもある。その場合学習者は、その評価・賞賛を、
励みという形で自身の内側に取り入れて、さらなる活動の意欲や態度の変
容に結びつけていく。 
第三は、集団性の働きである。活動の場が学校である場合、活動主体は
学級集団であることが多いが、子どもたちの生活基盤としてのこの集団が
個に与える影響は大きい。学級集団への信頼感と、目的達成という点で願
いと気持ちを合わせる集団への愛着や達成感への期待が活動に臨む際の意
欲にもなり、したがって態度が変容していく一つの大きな誘因にもなり得
る。 
以上が、体験的学習活動の過去の事例・アンケート実践事例・筆者の学
級活動事例の各分析の総括である。それ以上の詳細は先の事例分析を参考
にしていただくこととし、ここではこの三点が意欲・態度変容の大きな要
素であることを指摘しておきたい。 
 
６．おわりに －体験的学習活動展開の課題－ 
本論は参加型学習とワークショップ活動の意義付けの確認とともに、体
験的学習活動・具体的学習活動の「意欲・態度面」への有効性を、主に事
例分析を元に探って来たが、体験的学習活動には学習活動として設定する
上でいくつかの課題がある。また、この学習活動はワークショップ活動の
ように、ある程度誰でもがこれを利用できるようにマニュアル化されてい
るという性質のものではない。すなわち、これらの学習活動をどう一般化
できるかが最初の課題である。 
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他方、先の実践事例アンケートの回答から見てみると、10人中 3人が課
題については「特にない」と回答しており、活動の種類によってはそれほ
ど困難ではないものもあるが、全体的に見た活動上での課題をいくつか指
摘しておきたい。一つ目は、段取りや時間などの問題である。活動が大規
模になったり外部機関との提携も必要になるため、事前準備、打ち合わせ、
時間調整などを行う必要がある。二つ目に、意識の持続の問題である。長
期間に渡る活動になる場合、子どもたちの意識をどう持続させるかが問題
である。三つ目に、模擬的な体験的活動の場合、シミュレーション的な要
素が生じるが、それをゲーム感覚で楽しむことに意識が行ってしまい、本
来の目的とずれた意識が子どもたちに出ることもある。四つ目に、子ども
たちに想像や実感がむずかしい場合もある。老いなどの問題は想像や実感
に限界もあり、指導者の意図で追求に固執することは逆効果になることも
ある。 
活動の一般化に関しては、各実践は方法を伝授し合うこともでき、その
意味ではマニュアル化もある程度可能であると考えられる。アンケート回
答でも10人中 8人が、「他の場・人・機会でも実践は可能か」という質問
に「可能である」と答えている。ただし、その後何人かが書き足しているが、
それは「実践しようとする者（指導者）にやる気・意欲があれば」である。 
総合的な学習の時間は児童の意欲と自発性を大事にしているが、自発性
の尊重は「予定を変更することもあり得る様な柔軟性を持って行う」とい
う意味で、場合によってはマニュアル化と相反する方向性を持つことがあ
る。その時々の子どもたちの興味関心・意欲・考えを大事にし、柔軟な姿
勢で学習活動を進める必要があるからである。どの体験活動も、ある程度
の実践事例を書き残せば参考資料として一般化の材料になることは可能で
ある。しかし、その上でこういった学習活動を可能にするものは、子ども
たちの自主性・主体性、そして興味、関心、意欲、考えを尊重しながら、
指導者が学習活動を展開しようとする意欲と態度にかかっている部分が大
きいと言えよう。 
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